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平成 28 年 12 月度 バージョンアップ項目

＜施工図システム＞

1.スーパーハイベース偏心対応
2.ISベース新シリーズ対応
3.NCベース P対応
4.図面読込 ― 柱梁配置後の本通り入力の対応
5.梁配置 ― 図面読込で選択したＤＸＦファイルの直線での割付線入力の対応
6.梁配置 ― 変更した梁の色の表示切替の機能追加

7.平面ブレス・軸ブレス ― 一括修正の項目追加

8.合掌梁に入る耐風梁の対応
9.柱詳細図 ― 勾配率表示、折半受け合番表示の設定追加

10.柱単品図 ― 階名称を表示設定の追加

11.柱詳細図 ― ピース符号の表示設定の追加

12.梁単品図・柱単品図 ― 組立チェック項目追加

13.コア仕口組立図 ― 仕口取り付け位置寸法設定追加<梁芯,梁面>
14.梁詳細図・梁単品図 ― 追い寸が同じ位置にある胴縁ピースの出力対応
15.材料リスト ― 建て方用仮ボルト出力の項目を追加

16.3Dプレビュー ― 胴縁のピースのボルトを表示に対応

＜胴縁システム＞

1.角パイプの CTに対応
2.H鋼のベース対応
3.長さの違う C材を DC材として加工図を出力
4.組物以外のクリア 0の取合に溶接マークを自動配置
5.抱合ピースの C鋼の加工図出力
6.角 Pのフタをピースリストに出力
7.抱き合わせの組立図を出力
8.全集計での図面出力を途中で止まらないように対応
9.縦使いの胴縁が３Dプレビューや加工図、NC変換に対応
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＜施工図システム＞

1.スーパーハイベース偏心対応
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2.IS ベース新シリーズ対応

対応シリーズ：SEシリーズ/SSシリーズ/SUシリーズ/CCシリーズ/CEシリーズ/HSシリーズ/HLシリーズ
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3.NC ベース P 対応
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4.図面読込 ― 柱梁配置後の本通り入力の対応

(1)＜図面選択＞で GL階に DXFファイルを読み込みます。
(2)GL階で＜本通り入力＞をクリックすると、以下のメッセージが出るので「はい」を選択してください。

(3)「選択」を選び、本通りに追加したい直線をクリックし、通り名を記入します。
(4)本通りを削除したい場合は、「解除」を選び削除した本通りをクリックしてください。
(5)本通りに追加したい直線を全て選択し終えたら、「終了」をクリックしてください。
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5.梁配置 ― 図面読込で選択したＤＸＦファイルの直線での割付線入力の対応

(1)＜図面読込＞で割付線を追加した階に DXFファイルを読み込みます。
(2)＜梁の配置＞―＜通り割付＞―〔図面読込の直線を選択〕にチェックを入れてください。

(3)図面読込の直線をクリックすると以下のメッセージが出るので「はい」を選択すると割付線が追加されます。
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6.梁配置 ― 変更した梁の色の表示切替の機能追加

＜梁の配置＞―「色」で配置画面の梁の色の表示を切り替えることが可能です。
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7.平面ブレス・軸ブレス ― 一括修正の項目追加

(1)＜平面・軸ブレス配置＞―＜一括修正＞―〔個別指定〕〔領域指定〕もしくは〔全選択〕で修正したいブレス
を選択してください。

(2)＜平面ブレス＞〔部材継手〕〔取付位置〕〔ブレスシート〕〔その他〕
＜軸ブレス＞〔部材継手〕〔取付位置〕〔ブレスシート〕〔リブ〕〔その他〕

上記の項目ページごとに変更項目にチェックをし、「決定」をクリックしてください。

例◎ 〔部材継手〕継手符号 にチェック → 「決定」

項目ページを移動してから

〔その他〕ターンバックル にチェック → 「決定」

例× 〔部材継手〕継手符号〔その他〕ターンバックル にチェック → 「決定」

※項目ページをまたぐと、どちらかの修正のみ反映されます。

(3)「決定」をクリックすると以下のメッセージが出るので「OK」をクリックしてください。
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＜平面ブレス＞ 一括修正の項目：部材継手、取付位置、ブレスシート、その他

〔部材継手〕 〔取付位置〕

・部材・継手符号・シートタイプ・既製品名 ・取付基準・高さ・取付面・ポイント・ニゲ寸法

〔ブレスシート〕 〔その他〕

・第 1孔のニゲ・クリアランス・切取長・角度 ・ターンバックル・刃の向き・納め方向

・プレートクリア・どん付け・溶接幅・スカラップ
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＜軸ブレス＞ 一括修正の項目：部材継手、取付位置、ブレスシート、リブ、その他

〔部材継手〕 〔取付位置〕

・部材・継手符号・シートタイプ・既製品名 ・取付基準・取付面・ポイント・ニゲ寸法

〔ブレスシート〕 〔リブ〕

・第 1孔のニゲ・クリアランス・切取長・角度 ・押さえリブ・押さえリブ 上下・押さえリブ 板厚

・プレートクリア・溶接幅・取付ズレ ・縦リブ・水切りプレート・水切りプレート 板厚

・取付マーク・取付マーク 位置 ・水切りプレート 取付位置
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〔その他〕

・ターンバックル・刃の向き・納め方向
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8.合掌梁に入る耐風梁の対応

(1)＜間柱、耐風梁配置＞―＜耐風梁配置＞―〔合掌梁に配置する〕にチェックしてください。

(2)耐風梁を配置したい合掌梁をクリックし、通常の耐風梁同様に項目を入力してください。
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(3)梁詳細図・梁単品図には以下のように出力されます。
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9.柱詳細図 ― 勾配率表示、折半受け合番表示の設定の追加

＜柱詳細＞―＜出力設定＞―＜勾配率表示＞＜折半受け合番表示＞の項目で表示の切り替えが可能です。
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10.柱単品図 ― 階名称を表示する設定の追加

＜柱詳細＞―＜出力設定＞―＜階名称（柱単品図）＞の項目で表示の切り替えが可能です。
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11.柱単品図・梁単品図 ― 組立チェック項目追加

(1)＜柱詳細＞―＜出力設定＞―＜組立チェック（柱単品図）＞の項目で表示の切り替えが可能です。
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(2)＜梁詳細＞―＜単品加工図作成＞―＜設定＞―＜設定 1：ボルト記号、組立チェック出力＞
―＜組立チェック表示＞の項目で表示の切り替えが可能です。
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12.柱詳細 ― ピース符号の表示設定の追加

＜柱詳細＞―＜胴縁ピース読込設定＞―＜柱詳細図・単品図＞立面寸法線のピース符号

・全てを表示する

・符号が変わった時に表示する：GL側から追って符号が被っている場合は表記されません。

＜全てを表示する＞ ＜符号が変わったときに表示する＞



20

13.コア仕口組立図 ― 仕口取り付け位置寸法設定追加<梁芯,梁面>

＜柱詳細＞―＜仕口加工表＞―＜コア仕口組立図＞―「梁面～柱面表記」で寸法表示の設定が可能です。



21

14.梁詳細図・梁単品図 ― 追い寸が同じ位置にある胴縁ピースの出力対応

＜梁詳細図＞

＜梁単品＞
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＜梁単品図＞
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15.材料リスト ― 建て方用仮ボルト出力の項目を追加

＜材料リスト＞―「建て方用仮ボルトを出力する」にチェックし数値を入力後、材料リストを出力してください。
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16.3D プレビュー ― 胴縁のピースのボルトを表示に対応
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＜胴縁システム＞

1.角パイプの CT に対応

＜胴縁編集＞―＜個別修正＞にて〔ﾌﾀ無〕をクリックしてください。

〔ﾌﾀ無〕→〔ﾌﾀ内〕→〔ﾌﾀ外〕→〔ﾍﾞｰｽ〕→〔CT〕の順に変更が可能です。
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2.H 鋼のベース対応

＜胴縁編集＞―＜個別修正＞にて〔ﾌﾀ無〕をクリックしてください。

〔ﾌﾀ無〕→〔ベース〕の順に変更が可能です。
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3.長さの違う C材を DC 材として加工図を出力

＜胴縁編集＞―＜抱き合わせ＞―＜DC認識＞
〔追加〕を選択、DC材として出力したい C材をクリックして登録すると、加工図に DC材として出力されます。
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4.組物以外のクリア 0 の取合に溶接マークを自動配置

＜初期設定＞―＜基本データ＞―＜マーク＞

「全ての胴縁に自動配置する」にチェックを入れると、「マークの名称」で入力してある文字列が自動配置され

ます。
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5.抱合ピースの C鋼の加工図出力

＜ピース編集＞―＜個別 / 一括修正＞―〔角 P・ 2C材のボルト加工〕―〔C形鋼使用〕にチェックした場合、
ピースの C鋼を加工図に出力します。
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6.角 P のフタをピースリストに出力

＜胴縁編集＞―＜個別修正＞にて〔ﾌﾀ内〕もしくは〔ﾌﾀ外〕を選択している場合、ピースリストに出力します。
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7.抱き合わせの組立図を出力

＜胴縁編集＞―＜抱き合わせ＞―＜抱き合わせ＞で登録した胴縁を組立図に出力します。

※ただし縦使いの角パイプは今後対応予定とさせていただきます。
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8.全集計での図面出力を途中で止まらないように対応

※1度図面を出力していた場合、上書きの確認は行います。
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9.縦使いの胴縁が３Dプレビューや加工図、NC 変換に対応


